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ハワイ語における 2タイプの数詞文について

塩谷亨*1 

Two Types of N umeral Sen tences in Ha waiian 

Toru SHIONOY A 

(原稿受付日 平成14年5月7日 論文受理日 平成14年8月30日)

Abstract 
There are two types ofnumeral sentences in Hawaiian; (i) existential sentence type and (ii) equational 
sentence type. The two types differ semantically and structurally. 

Keywords: Hawaiian， Polynesian， Numeral 

1 はじめに

1. 1 ポリネシア諸言語について

ポリネシア諸言語は地理上のポリネシア(ハワ

イ諸島、ニュージーランド、イースター島を 3点

とする三角形の内側)を中心とする地域で話され

ている。ポリネシア諸言語はお互いに共通の祖先

を持つ親戚同士で、あり、系統的関係を持つ。共通

の祖先から分岐して以来長い年月を経ているにも

かかわらず、文法的、語葉的にはかなりの類似性

を保っている。

本稿で扱うのはそのポリネシア諸言語の数詞文

である。ポリネシア諸語の中でも、まず、ハワイ

語の分析を行い、将来、そのハワイ語の分析結果

を他のポリネシア諸言語へ適用したいと考えた。

*1 共通講座

1.2 数調文とは

本稿で扱う数詞文とはどのようなものを指すの

か、ハワイ語の例を用いて示す。ハワイ語の最も

一般的な文の構造は次のように図式化できる。

ハワイ語の文構造:述語一主語ーその他

ハワイ語の文は動調述語文と名詞述語文の二種類

に大きく分類されるが、そのいずれについても上

記の図式に当てはめることができる。

(1 )巳ι__ e全 国担旦 i ke ali'i... 

完了負ける私達~によって冠詞首長

(述語) (主語)(その他)

「私達は首長によって負けた。 p)
(2) Ma ka lani 主ι一一 la，

~に 冠詞空冠詞太陽

(述語) (主語)

「太陽は空に。J(2) 

「「
U

ハU
1
i
A
 



上記の例のうち(1)が動詞述語文の、 (2)が名詞述

語文の例である。(1)では動詞が述語として文頭に

来て，その後ろに主語、そして更に後ろにその他の

要素が来ている。 (2)では前置詞 maが付加された

名詞句 maka lani r空にJが述語として文頭に来

ている。

このようにいずれの場合にも述語は文頭に来る

のが一般的な文構造である。この述語の位置、す

なわち、文頭の部分に数詞が来ている文を総称し

て「数詞文」と呼ぶ。以下に数詞文の基本的なも

のを二つ例示する。

(3)‘Ekolu kanaka i ha'alele. 

一 人 完了去る

「去った人は三人。」

(4)‘Eha kapuai kona ki'巳ki'e.

四フィートそれの高さ

「それの高さは 4フィート。 J

このように(3)と(4)で、はそれぞれ数詞‘ekolur 3 Jと

‘eha r 4 Jが文頭、つまり述語の位置に来ている。

また、それぞれ数詞の直後に冠詞等の要素を介さ

ずに来ている名詞を便宜上、「数詞後名詞Jと呼ぶ

ことにする。 (3)と(4)では kanakar人Jとkapuairフ
ィート j がそれぞれ数詞後名詞である。

1.3 先行研究と本稿の目的

塩谷(3)はハワイ語の数詞が品詞分類上どのよう

な位置づけをなされるか分析を試みた際に、数詞

文のいくつかの例を扱っているが、数詞がどのよ

うな環境で用いられるか分析することが主眼であ

ったため、数詞文の文全体としての構造と意味に

関する議論は十分になされなかった。そこで、本

稿では、数詞という単語レベノレに着目するのでは

なく、数詞文とし、う構文全体としての記述を行い、

その意味的、構造的な一般化を示すことを目的と

する。

他の先行研究において数詞文の意味と構造につ

いて言及した例として、 Alexander(のが、「主語が普

通名詞で英語だと "there"が前置されるような場合

には不定冠詞 heか数詞が名詞の前に来るj と指摘

している。

Elbert and Pukui (5)は本稿で言うところの数詞文

に相当すると思われるいくつかの例文を訳文と共

に挙げているが、いずれも、文としてではなく、

名詞句として扱い、詳しい意味的、構造的議論は

示していなし、。

また、本稿では新たに拡充した例文データベー

塩 谷 亨

スを活用して、可能な限り多くの数調文のパター

ンを網羅するように努力した。

2 分析データ

今回の分析に用いたデータベースに含まれるハ

ワイ語文献の内訳は以下のとおりである。

Pukui and Gr巴en(1995) 民話

Beckwith (1911-1912) 民話

Fornander (1917・1918) 民話、伝統・風習

Nakuina (1902) 民話

Nakoa (1979) 小説

Beckwith (1932) 伝統・風習

Malo (1987) 伝統・風習

Na haiao (1841) キリスト教関連

Hawaiian Laws (1994) 法律

Mookini (1985) 動物の紹介

Kuokoa 新聞(記事、読み物)

Ka Lama Hawaii 新聞(記事、読み物)

Ka Hoku 0 Hawaii 新聞(記事、読み物)

Kumu kamalii 新聞(キリスト教)

上記のように、民話から法律まで出来るだけ多様

なジャンルからデータを集めた。

3 数詞文の諸例とその構造

3.1 数詞一名調一名詞を修飾する語句

この章では、ハワイ語の数詞文の諸例をその構

造によって大きく四つのグループ。に分類して、各

グループ。のいろいろなパターンについて、その構

造を記述していく。

第一のク、、ループ。は、<数詞閉名詞司名詞を修飾する

語句>のように三つの要素からなる構造を持つ数

詞文の例である。名詞を修飾する語句にはいろい

ろな要素が来る。以下に、それらを列挙する。

最もよく見られるパターンの一つは、名詞を修

飾する語句として、前置詞が付加された名詞が来

るパターンで、下記のように図式できる。

(I)数詞一名詞一前置詞が付加された名詞

(5) ..，‘elua mau wahine ilaila， •• 

二複女性そこに

「そこには女性が二人いた。 J(6) 

106 -



ハワイ語における 2タイプの数詞丈について

例文(5)の ilaila1そこに」は場所を示す前置詞 iと

名調凶la1そこj が一語として書かれたものであ

る。また、名詞 wahine1女性j の前にオプショナ

ルな複数マーカ~mau が付加されている。前置詞 i

の他にもいろいろな前置詞があるが、このような

数詞文に多用されるものの一つが属格 1"-'のj を

表す前置詞oである。

(6)‘Elua‘ano 0 ka ‘ahu， 

二種類属格冠詞衣服

「衣服の種類にはこつある。 J(η 

上記(6)は極シンブロルな例であるが、属格の前置詞

oはかなり複雑な数詞文も作る。

(7) ho'okahi la Q kona noho‘ana me kana 

1 日属格彼の住むこと~と彼の

mau kaikamahine ma HonoDuuwaiakua 

複娘 ~で Honopuuwaiakua

1 Honopuuwaiakuaで彼が娘達と住んだのは一

日だった。 J(8) 

伊1(ηの構造は一見複雑であるが、直訳すると

1 Honopuuwaiakuaで彼が娘達と住むことの日は 1

だ。 j のようになり、下線部全体が、前置詞oが付

加された名詞句を構成している。従って、これも

パターン(1)の例とみなすことができる。いろい

ろな行為の日数、年数など期間を表す表現がこの

パターンで表される。

(8)‘ekolu la 0 koAuk巴lenuiaiku hele 'ana 

3 日属格 Aukeleniaiku-属格行くこと

ka lawai'!!，.. 

~に冠詞釣り

1 Aikelenuiaikuの釣りに出かけた日数は三日。J
)
 

I
 

(
 

例(8)でも、直訳すると 1Aukelenuiaikuの釣りに行

くことの日が 3だ。Jのようになり、下線部全体が

前置調。が付加された名詞句をなしている。

このグループに属するもう一つのパターンは名

詞を修飾する語句として関係節が来る数詞文の例

であり、その構造は次のように図式化される。

(II)数詞一名詞一関係節

(9)‘ekolu keiki i hδ'01le.，... 

三子供完了 断る

「断った子供は三人。 J. (1) 

例(9)では下線部が「断った」という意味の関係節

であり、その前の名詞 keiki.1子供Jを修飾してい

る。この例は、先行詞が関係節自体の主語に相当
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ずるケースであるが、先行詞が関係節自体の主語

ではないケースもある。その場合には、関係節自

体の主語は例(10)のように属格名詞で表される。

(10)‘ekolu malama o'u _e____l10' omakaukau ai 

三月 私ー属格未完τ準備する

no ka ho'ao 0 'olu;!， 

~のために冠詞結婚属格あなた達-双数

「あなた達の結婚のために私が準備をする月が

3ヶ月ある。J(8) 

例 (10)では下線部が「あなた達の結婚のために準

備をする」という意味の関係節であり、その前の

属格名詞 o'u1私のJが関係節自体の主語をあらわ

している。全体で「私があなた達の結婚のために

準備をするj としづ意味で前の名詞 malama1月」

を修飾している。

3.2 数調一属格名調一名調

第 2のグ、ループρは<数詞旬属格名詞・名詞>の三

つの要素から成る数詞文の例である。このグルー

プの構造は以下のように図式化される。

(III)数詞一属格名詞(ゼロ所有形)一名詞

属格名詞と呼ばれるものには 3種類あるが、こ

こで登場する属格名詞はゼロ所有形と呼ばれるも

ので、形の上でも意味の上でも、前の節の構造パ

ターン(I)の事例として登場した属格の前置詞が

付加された名詞句と同じIである。ただし、このグ

ループで登場する属格名詞(ゼロ所有形)は名調

の後ろではなく、前に置かれる。

このグループ。の中で最も一般的な数詞文は所有

を表す構文である。

(11) ..‘elua ona koa ikaika loa，.・

彼幽属格戦士 5齢、 とても

「彼にはとても5郎、戦士が二人いる。 J (1) 

例(11)では ona1彼の」がゼロ所有形であり、名調

koa 1戦士j の前に置かれている。

又、このパターンは行為や状態の期間を表すの

にも使われる。

(12).川、ha olakou malama i ka moana，.. 

4 彼らー属格月 ~に冠詞海

「この航海で、彼らが洋上にいた月は 4ヶ月。」

l 例えば「彼らの、彼女らの」を表すゼロ所有形 olakou 
は、実際には属格の前置詞 oI~の J を代名詞 lakou I彼
ら、彼女らJに付加した olakouと同形である。



例(12)では olakou r彼らのJがゼロ所有形である。

文字通りには「彼らの海上での月は4だ。Jのよう

になるが、ここでは期間を表している。

3.3. 数詞ー名詞一決定詞ー名調

三つめのグループは、<数詞-名調>の後ろに来

るのが修飾語句ではなく、一つの独立した名詞句、

つまり<決定詞・名詞>というものが続く場合であ

る。

決定詞の一つめの例は冠詞であり、その構造は

以下のように図式化される。

(IV)数調ー名詞一冠調一名調

(13) M幻 ka make‘加a， a ke ola 

~から冠詞死ぬこと~まで冠詞生きる

hou ‘ana，‘dolu makahiki ka lo'ihi. 

再びこと三 年 冠詞長さ

「死んでから生き返るまで、長さは三年。 J(1) 

例(13)の下線部が数詞文の部分である。

決定調の二つめは属格名詞 (k一所有形)である。

ここで登場する属格名詞 (k所有形)は先に登場

したゼロ所有形どは異なる。 k所有形は ko又は ka

を代名詞か名詞句の前に前置することによって作

られるもので、ゼロ所有形の語頭に kを付けた形

に相当する20 意味的、機能的に、定冠詞と属格名

詞の二つを併せ持っている。このパターンの構造

は以下のように図式化される。

(V)数詞一名調一属格名調 (k・所有形)一名詞

(14) He kanakolu dala kona uku，...' 

三十 ドル彼・彼女-属格支払い

「その人の支払いは 30ドル。J(9) 

例(14)では konaがk一所有形である。

3.4 数調一決定調一名詞

4つめのグループ。は、<数詞曲決定詞幽名詞>であ

り、前節で述べたグループ。と比較すると、数詞の

直後に来ていた、数詞後名詞がなくなった形であ

2 例えば f彼の、彼女のIを表すゼロ所有形はona
であるが、同じく「彼の、彼女の」を表すk.所有形は
konaとなる。語頭の kーは定冠詞ka又は keと関係があ
るといわれている。

3 10以上の数を表す数詞の前には通常heが付加され
る。またそれ以外の数詞にも加が付加される事がある。
この heが何かについてはまだ結論が出ていない。

塩谷亨

る。

前節と同様、決定詞としては、まず、冠調が来

ることが出来る。その構造は以下のように図式化

できる。

|(VI)数詞一冠調一名詞|

(15)He !!mikumalua ka nui 0 keia mau 

1 2 冠調数属格これ複

mokupuni，... 

島

「これらの島の数は 120 J (1) 

冠調以外に、決定詞として、属格名詞 (k・所有形)

も現れる。その構造は以下のように図式化される。

| (VII)数調一属格名調 (k田所有形)一名詞i

(16)..， he‘umikumamalima ko lakou nui，… 

1 2 彼ら圃属格(k幽所有形) 数

「彼らの数は 12人。 J(8) 

例(16)では kolakou r彼らのJが属格名詞 (k一所

有形)である。

3.5 その他

その他、上記 4つのグループにうまく当てはま

らない例をここに列挙する。

まずーっめは以下のように図式化される構造で

ある。

(VIII)数詞一名詞一属格名調 (k・所有形)

先に述べたパターンれっとよく似ているが、属格名

詞 (k・所有形)の後ろに名詞が来ない形である。

(17) A ina ‘eha keiki ka kekahi 

そしてもし 4 子供属格(k・所有形)ある

血症盟，...

親

「そしてもしある親に 4人の子供がいたならJ(9) 

(18)'Eha nδniho ko ka dia， .. 

4 実 に 歯 属 格(k-所有形)冠詞鹿

「鹿は歯が実に 4本。J(1の

例(1ηと(18)ではぞれぞれ、 kakekahi makua rある

親のJ、koka dia r鹿の」が属格名詞 (k-所有形)

である。

k-所有形はそれ自体で r"，--，のもの」としづ意味で
名調句的に用いることが出来ることから、このパ
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ハワイ語における 2タイプの数調文について

ターン (VIII) は(V)の変種のように見える。

その他のもう一つは代名詞が単独で、数調の後ろ

に来る数詞文の例で、その構造は以下のように図

式化される。

|(医) 数調一代名詞|

(19)'0 Kipunuiaiakamau mに昼旦1盈g，

Kipunuiaiakamau 達 2 彼ら

fKipunuiaiakamau達は、彼らは二人。J(1) 

4 存在文タイプと等位文タイプ

4.1 存在文タイプ

この章では、第 3章で列挙したいろいろな数詞

文の構造を更に整理し、それに意味的な特徴も考

慮して、意味的、構造的に異なる二つの大きなタ

イプに分類することを提案する。

一つめのタイプは存在文タイプと呼ぶものであ

る。その典型的な構造と意味は以下のように図式

化される。

子在文タイプの数詞文
、井1

1旦.

申'調 (X)ー名調 (y)一名詞を限定する語句 (Z)

、味:

で限定されるようなもの YがX個存在する。

存在文タイプの典型的な数調文を用いて例示する。

(20)‘eha mau ali'i 0 0'山 mamuaaku

4 複 首 長 属格オアフ島先に 方向調

o Kakuhihewa，... 

属格K北山ihewa

fKakuhihewaよりも先のオアフ島の首長は4人

いる。 J(1) 

ここでは、 fKakuhihewaよりも先のオアフ島の、と

いう修飾語句で限定されるような首長が 4人存在

する。」というように、存在の意味を表している。

このタイプには第3章で示したパターン(1)、(11)

が属する。又、ゼロ所有形が名詞の前に来る形で

あるパターン (III) については、前lとも述べたよ

うにゼロ所有形は意味的に形の上でも、属格前置

詞が付加された名調と同様で、あるので、パターン

(11)の変形と考えて、この存在文タイプに加える。

名詞を修飾する何らかの語句を伴う場合が一般

的であるが、伴わないこともある。伴わない場合

にも、位置等を示す語句が前の文脈に登場してい

る場合が多い。例えば、修飾語句が前置されてい

ることもある。

(21 )Mai ia Liloa a hiki ia Kamehameha， hL 
~からLiloa，...._まで Kamehameha

‘umikumamaha hanauma. 

14 世代

fLiloaから Kamehamehaまで、 14世代ある。J

ここでは、下線部の数調文本体には修飾語句はつ

いていないが、 fLiloaから KamehamehaまでJとし、

う語句が前置されている。

4.2 等位文タイプ

二つめのタイプは等位文タイプと呼ぶものであ

る。その典型的な構造と意味は以下のように図式

化される。

等位文タイプの数詞文

構造:

数調 (X) 一名調 (y) 一決定調一名調 (z)

意味:

Zの数値を Yとし、う単位で表すとその値は Xであ

る。

尚、図が煩雑になるので省いたが、名調(勾は後

ろに修飾語句を伴うことがあるので、存在文タイ

プと等位文タイプの決定的な違いは数詞後名詞の

後ろに決定調が存在するかしなし、かということで

ある。次に、等位文タイプの典型的な数調文を用

いて例示する。

(22)‘ekolu kapuai ka loa 0 kona mau 

3 フィート冠調長さ属格それの複

pepeiωh加

角

「それの角の長さは 3フィート。J (1め

ここでは、「角の長さの数値をフィートで表すとそ

の値は 3である。Jということになる。従って、こ

の数詞文は「角の長さ =3フィートJという等式関

係を示す等位文と考えることが出来る。このタイ

プには、パターン (IV)、(V)及び(VIIりが属する。

文脈等から分かりきっている場合、又は、純粋

な個体数を表す場合などは数調後名調 (y)は現れ

ない下記のような変種も用いられる。
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これには第 3章のパターン(VI)、 (VIりが属する。

時位文タイプの変種

開造:

|数詞 (X) 一決定詞一名詞 (Z)

憶味:

IZの数値は Xである。

その典型的な例を提示する。

(23)‘eono paha kapuai kona kiekie a 

6 多分フィートそれの高さそして

he 'umikumamalua ka lo'ihi， 

1 2 冠詞長さ

「それの高さは多分6フィート、そして長さは

1 2 0 J (10) 

下線部では、数値の単位 (y) が現れていないが、

すぐ前の文で 16フィートJが登場しているため、

ここも kapuai 1フィート」という単位が了解され

ていると考えることが出来る。

(24)He umikumalua ka nui 0 keia m加

1 2 冠詞数 属格これ複

mokupuni，... 

島

「これらの島の数は 120 J (1) 

ここでは (Z) の部分が「これらの島の数」となっ

ており、 (X) の部分 112 Jは純粋な個数を表し

ていて、単位は不要であるため (y)にあたる名詞

がないものと考えられる。

存在文タイプと等位文タイプの分類について述

べてきたが、まだパターン (XI)の扱いについては

述べてこなかった。まず、パターン (Xりの扱いに

ついて述べる。

(25)‘o Kipunuiaiakamau ma， 注並副担皇ラ

Kipunuiaiakamau 達 2 彼ら-双数

IKipunuiaiakam叩達は、彼らは二人。J(1) 

例。5)は、代名詞が単独で数詞の後ろに来ているパ

ターン (XI)の例である。これを存在文タイプのよ

うに「彼ら・双数が 2つ存在するoJと分析すると合

計4人いることになり矛盾する。ここでは「彼ら

の盆としづ数値は4であるJの「数Jの部分を略

した形と考えて、等位文タイプの変種と考える。

実際、代名詞はく決定詞 R 名詞>と同様の分布を示

すので、この解釈に無理は無いものと考えられる。

5.結び

塩 谷 亨

以上のように、ハワイ語の数調文は意味的、構

的に異なるこつのタイプ:(1)存在文タイプと

( 2 )等位文タイプの二つに大きく分類できるこ

とが示された。次の課題としては、これらの 2つ

のタイプへの分類が同系のポリネシア諸言語の数

詞文にもうまく適用できるか試みたいと考えてい

る。
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